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【公開番号】特開2014-52508(P2014-52508A)
【公開日】平成26年3月20日(2014.3.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-015
【出願番号】特願2012-196829(P2012-196829)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/20     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月14日(2014.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のローラと、
　媒体搬送方向における前記第１のローラの上流側に配置された第２のローラと、
　前記第１のローラに対向して配置された第３のローラと、
　前記第１のローラと前記第３のローラとの間を通過する第１のベルト部材と、
　前記第１のローラと前記第３のローラとの間を通過する第２のベルト部材と、
　前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材を介して、前記第２のローラに対向
して配置された第４のローラと
　を備え、
　前記第２のローラのローラ半径は、前記第１のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第４のローラのローラ半径は、前記第３のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第１のローラと前記第３のローラとで構成される第１のローラ対と、前記第２のロ
ーラと前記第４のローラとで構成される第２のローラ対とによって、前記第１のベルト部
材および前記第２のベルト部材がニップ部を形成すること
　を特徴とする定着装置。
【請求項２】
　無端状の第１のベルト部材と、
　前記第１のベルト部材の内周側に配置された第１のローラと、
　媒体搬送方向において前記第１のローラの上流側であって前記第１のベルト部材の内周
側に配置された第２のローラと、
　前記第１のローラおよび前記第２のローラと対向して配置され、前記第１のローラおよ
び前記第２のローラを加圧する加圧部と
　を備え、
　前記第２のローラのローラ半径は、前記第１のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記加圧部によって、前記第１のローラおよび前記第２のローラと前記第１のベルト部
材との間でニップ部を形成し、
　前記第１のベルト部材は、張架されていない状態で媒体を前記媒体搬送方向に搬送する
こと
　を特徴とする定着装置。
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【請求項３】
　前記加圧部は、
　無端状の第２のベルト部材と、
　前記第２のベルト部材の内周面側に配置され、前記第１のローラに対向して配置された
第３のローラと、
　媒体搬送方向における前記第３のローラの上流側に配置され、前記第２のローラに対向
して配置された第４のローラと
　を備え、
　前記第４のローラのローラ半径は、前記第３のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第１のローラと前記第３のローラとで構成される第１のローラ対と、前記第２のロ
ーラと前記第４のローラとで構成される第２のローラ対とによって、前記第１のベルト部
材および前記第２のベルト部材がニップ部を形成し、
　前記第２のベルト部材は、張架されていない状態で媒体を前記媒体搬送方向に搬送する
こと
　を特徴とする請求項２に記載の定着装置。
【請求項４】
　前記第１のベルト部材は、少なくとも前記第１のローラを囲む無端状であり、
　前記第２のベルト部材は、少なくとも前記第３のローラを囲む無端状であり、
　前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材が張架されていない状態で、媒体を
前記媒体搬送方向に搬送すること
　を特徴とする請求項１または３に記載の定着装置。
【請求項５】
　前記第１のベルト部材を加熱する第１の加熱部材をさらに備え、
　前記第１の加熱部材は、前記第１のローラの前記媒体搬送方向における上流側であって
、前記第２のローラと前記第１のベルト部材との間に配置されていることを特徴とする請
求項１、３または４に記載の定着装置。
【請求項６】
　前記第２のベルト部材を加熱する第２の加熱部材をさらに備え、
　前記第２の加熱部材は、前記第３のローラの媒体搬送方向における上流側であって、前
記第４のローラと前記第２のベルト部材との間に配置されることを特徴とする請求項１、
３、４または５のいずれか１項に記載の定着装置。
【請求項７】
　前記第１のローラのローラ半径をｒ１とし、前記第１のローラと前記第２のローラとの
軸間距離をＬ１とすると、前記第１のローラおよび前記第２のローラは、
２×ｒ１×１．２＞Ｌ１
の関係を満たすように配置されていることを特徴とする請求項１、または請求項３から６
までの何れか１項に記載の定着装置。
【請求項８】
　前記第３のローラ半径をｒ２とし、前記第３のローラと前記第４のローラとの軸間距離
をＬ２とすると、前記第３のローラおよび前記第４のローラは、
２×ｒ２×１．２＞Ｌ２
の関係を満たすように配置されていることを特徴とする請求項１、または請求項３から７
までの何れか１項に記載の定着装置。
【請求項９】
　前記第２のローラの媒体搬送方向における上流側に配置された第５のローラと、
　前記第４のローラの媒体搬送方向における上流側に配置された第６のローラと
　をさらに備え、
　前記第１のローラ対と、前記第２のローラ対と、前記第５のローラと前記第６のローラ
とで構成される第３のローラ対とによって、前記第１のベルト部材および前記第２のベル
ト部材がニップ部を形成することを特徴とする請求項１、または請求項３から８までの何
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れか１項に記載の定着装置。
【請求項１０】
　前記第５のローラのローラ半径は、前記第１のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第６のローラのローラ半径は、前記第３のローラのローラ半径よりも小さいことを
特徴とする請求項９に記載の定着装置。
【請求項１１】
　前記第２のローラ対と前記第３のローラ対との間の領域に中間ニップ部が形成され、前
記中間ニップ部においても、前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材が媒体を
加圧する加圧力が発生することを特徴とする請求項９または１０に記載の定着装置。
【請求項１２】
　前記第１のローラのローラ半径と前記第３のローラのローラ半径とが略同一であって、
　前記第２のローラのローラ半径と前記第４のローラのローラ半径とが略同一であること
を特徴とする請求項１、または請求項３から１１までの何れか１項に記載の定着装置。
【請求項１３】
　前記第５のローラのローラ半径と前記第６のローラのローラ半径とが略同一であること
を特徴とする請求項９から１１までの何れか１項に記載の定着装置。
【請求項１４】
　前記第１のローラ対における加圧力は、前記第２のローラ対における加圧力よりも大き
いことを特徴とする請求項１、または請求項３から１３までの何れか１項に記載の定着装
置。
【請求項１５】
　前記第１のローラ対における加圧力は、前記第２のローラ対における加圧力よりも大き
く、
　前記第２のローラ対における加圧力は、前記第３のローラ対における加圧力以下である
ことを特徴とする請求項９、１０、１１および１３の何れか１項に記載の定着装置。
【請求項１６】
　前記第４のローラの回転中心は、前記第２のローラの回転中心に対して媒体搬送方向に
オフセットした位置に配置されていることを特徴とする請求項１、または請求項３から１
５までの何れか１項に記載の定着装置。
【請求項１７】
　前記第４のローラの回転中心は、前記第２のローラの回転中心に対して媒体搬送方向に
オフセットした位置に配置され、
　前記第６のローラの回転中心は、前記第５のローラの回転中心に対して媒体搬送方向に
オフセットした位置に配置されていること
　を特徴とする請求項９、１０、１１、１３および１５のいずれか１項に記載の定着装置
。
【請求項１８】
　前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材は、いずれも、内周側に金属製の基
材を有することを特徴とする請求項１、または請求項３から１７までのいずれか１項に記
載の定着装置。
【請求項１９】
　少なくとも３つのローラ対と、
　前記少なくとも３つのローラ対によって挟持されて媒体を搬送するニップ部を形成する
第１のベルト部材および第２のベルト部材と
　を備え、
　前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材は、張架されない状態で前記ニップ
部を形成し、
　前記少なくとも３つのローラ対のうち、媒体搬送方向における最下流側のローラ対に隣
接するローラ対のそれぞれのローラ半径は、前記最下流側のローラ対のそれぞれのローラ
半径よりも小さいことを特徴とする定着装置。
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【請求項２０】
　前記第１のベルト部材を加熱する第１の加熱部材を有し、
　前記第１の加熱部材は、媒体搬送方向における最下流側のローラ対の上流側であって前
記最下流側のローラ対よりも上流側に配置されたローラ対と前記第１のベルト部材の間に
配置されることを特徴とする請求項１９に記載の定着装置。
【請求項２１】
　前記第２のベルト部材を加熱する第２の加熱部材を有し、
　前記第２の加熱部材は、媒体搬送方向における最下流側のローラ対の上流側であって前
記最下流側のローラ対よりも上流側に配置されたローラ対と前記第２のベルト部材の間に
配置されることを特徴とする請求項１９または２０に記載の定着装置。
【請求項２２】
　定着装置を備えた画像形成装置であって、
　前記定着装置が、
　第１のローラと、
　媒体搬送方向における前記第１のローラの上流側に配置された第２のローラと、
　前記第１のローラに対向して配置された第３のローラと、
　前記第１のローラと前記第３のローラとの間を通過する第１のベルト部材と、
　前記第１のローラと前記第３のローラとの間を通過する第２のベルト部材と、
　前記第１のベルト部材および前記第２のベルト部材を介して、前記第２のローラに対向
して配置された第４のローラと
　を備え、
　前記第２のローラのローラ半径は、前記第１のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第４のローラのローラ半径は、前記第３のローラのローラ半径よりも小さく、
　前記第１のローラと前記第３のローラとで構成される第１のローラ対と、前記第２のロ
ーラと前記第４のローラとで構成される第２のローラ対とによって、前記第１のベルト部
材および前記第２のベルト部材がニップ部を形成すること
　を特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明に係る定着装置は、第１のローラと、媒体搬送方向における第１のローラの上流
側に配置された第２のローラと、第１のローラに対向して配置された第３のローラと、第
１のローラと第３のローラとの間を通過する第１のベルト部材と、第１のローラと第３の
ローラとの間を通過する第２のベルト部材と、第１のベルト部材および第２のベルト部材
を介して、第２のローラに対向して配置された第４のローラとを備える。第２のローラの
ローラ半径は、第１のローラのローラ半径よりも小さく、第４のローラのローラ半径は、
第３のローラのローラ半径よりも小さい。第１のローラと第３のローラとで構成される第
１のローラ対と、第２のローラと第４のローラとで構成される第２のローラ対とによって
、第１のベルト部材および第２のベルト部材がニップ部を形成する。
　本発明に係る定着装置は、また、無端状の第１のベルト部材と、第１のベルト部材の内
周側に配置された第１のローラと、媒体搬送方向において第１のローラの上流側であって
第１のベルト部材の内周側に配置された第２のローラと、第１のローラおよび第２のロー
ラと対向して配置され、第１のローラおよび第２のローラを加圧する加圧部とを備える。
第２のローラのローラ半径は、第１のローラのローラ半径よりも小さい。加圧部によって
、第１のローラおよび第２のローラと第１のベルト部材との間でニップ部を形成する。第
１のベルト部材は、張架されていない状態で媒体を媒体搬送方向に搬送する。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明に係る画像形成装置は、定着装置を備える。定着装置は、第１のローラと、媒体
搬送方向における第１のローラの上流側に配置された第２のローラと、第１のローラに対
向して配置された第３のローラと、第１のローラと第３のローラとの間を通過する第１の
ベルト部材と、第１のローラと第３のローラとの間を通過する第２のベルト部材と、第１
のベルト部材および第２のベルト部材を介して、第２のローラに対向して配置された第４
のローラとを備える。第２のローラのローラ半径は、第１のローラのローラ半径よりも小
さく、第４のローラのローラ半径は、第３のローラのローラ半径よりも小さい。第１のロ
ーラと第３のローラとで構成される第１のローラ対と、第２のローラと第４のローラとで
構成される第２のローラ対とによって、第１のベルト部材および第２のベルト部材がニッ
プ部を形成する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　定着ベルト５１０の内側の領域には、ニップ部Ｎに沿って媒体１０１の搬送方向の最下
流側から順に、第１のローラ（駆動部材）としての駆動ローラ５１１と、第２のローラと
しての補助ローラ５１２と、第５のローラとしての従動ローラ５１３とが配置されている
。従動ローラ５１３は、ニップ部Ｎの最上流側に位置している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　加圧ベルト５２０の内側の領域には、ニップ部Ｎに沿って媒体１０１の搬送方向の最下
流側から順に、第３のローラ（加圧部材）としての加圧ローラ５２１と、第４のローラと
しての補助加圧ローラ５２２と、第６のローラとしての従動加圧ローラ５２３とが配置さ
れている。従動加圧ローラ５２３は、ニップ部Ｎの最上流側に位置している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　次に、加圧ベルト５２０の内側に配置された各ローラ５２１，５２２，５２３およびヒ
ータ５２５の配置および支持構造について説明する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　なお、弾性層５０２を形成せず、基材５０１上に離型層５０３を直接形成してもよい。
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また、定着ベルト５１０および加圧ベルト５２０は、ヒータ５１５，５２５の輻射熱の吸
収効率を向上するため、内周面が黒色に塗装されていることが好ましい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　制御部１１０は、マイクロプロセッサ、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）
、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、入出力ポート、タイマ等を有
して構成されている。制御部１１０は、図示しない上位装置からＩ／Ｆ制御部１１１を介
して印刷データおよび制御コマンドを受信し、画像形成装置１の印刷動作を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　制御部１１０は、また、搬送制御部１３０により搬送モータ１３２を駆動させる。これ
により、ピックアップローラ２０２およびフィードローラ２０３が回転し、給紙トレイ１
００に収納された媒体１０１を一枚ずつ搬送路に送り出す。さらに搬送ローラ対３０２，
３０４が、媒体１０１を、搬送路に沿って画像形成部４００まで搬送する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　画像形成部４００では、ベルト駆動ローラ４６２により回転する転写ベルト４６１が、
媒体１０１を吸着保持して搬送する。媒体１０１は、トナー像形成部４３０Ｋ，４３０Ｙ
，４３０Ｍ，４３０Ｃの順に通過する。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　制御部１１０は、各トナー像形成部４３０Ｋ，４３０Ｙ，４３０Ｍ，４３０Ｃにおいて
、それぞれ色のトナー像の形成を行う。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　すなわち、制御部１１０は、各トナー像形成部４３０の帯電ローラ４３２、現像ローラ
４３４および供給ローラ４３５に対し、帯電ローラ用電源１１６、現像ローラ用電源１１
７および供給ローラ用電源１１８から、帯電電圧、現像電圧および供給電圧をそれぞれ印
加する。
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　トナー像が形成された感光体ドラム４３１が回転し、トナー像が転写ベルト４６１の表
面に接近すると、制御部１１０は、転写ローラ用電源１１９から転写ローラ４６４に転写
電圧を印加する。これにより、感光体ドラム４３１の表面に形成されたトナー像が、転写
ベルト４６１上の媒体１０１に転写される。転写ベルト４６１に転写されなかったトナー
は、クリーニングブレード４６５によって掻き取られる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　このように、各トナー像形成部４３０Ｋ，４３０Ｙ，４３０Ｍ，４３０Ｃで形成された
各色のトナー像は転写ベルト１１に順次転写され、互いに重ね合される。各色のトナー像
が転写された媒体１０１は、転写ベルト４６１にさらに搬送され、媒体案内部材５０６に
案内されて、定着装置５００に到達する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６０】
　１　画像形成装置、　１００　給紙トレイ（媒体収容部）、　２００　媒体繰出し部、
　３００　媒体搬送部、　４００　画像形成部、　４３０，４３０Ｋ，４３０Ｙ，４３０
Ｍ，４３０Ｃ　トナー像形成部、　４３１　感光体ドラム（像担持体）、　４３２　帯電
ローラ（帯電部材）、　４３３　露光ヘッド（露光装置）、　４３４　現像ローラ（現像
剤担持体）、　４３５　供給ローラ（供給部材）、　４６０　転写部、　４６１　転写ベ
ルト、　４６４　転写ローラ（転写部材）、　５００　定着装置、　５１０　定着ベルト
（第１のベルト）、　５１１　駆動ローラ（第１のローラ）、　５１２，５１２ａ，５１
２ｂ　補助ローラ（第２のローラ）、　５１３　従動ローラ（第５のローラ）、　５１５
　ヒータ（第１の加熱部材）、　５２０　加圧ベルト、　５２１　加圧ローラ（第３のロ
ーラ）、　５２２，５２２ａ，５２２ｂ　補助加圧ローラ（第４のローラ）、　５２３　
従動加圧ローラ（第６のローラ）、　５２５　ヒータ（第２の加熱部材）、　５３０　ブ
ラケット（支持部材）、　５３１　加圧ローラレバー（可動支持部材）、　５３２，５３
３，５３４　スプリング（付勢部材）。
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